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「七転び八起き」 

「正しい人は七度倒れても、また起き上がり、悪しき者はわざわいでつまずくからだ」

（旧約聖書 箴言 24:16） 

 

メルトダウンした核燃料が依然として地下水を汚染し続けているにもかかわらず「福島

の原子力発電所は完全にコントロールされている」という招致から始まった東京オリンピ

ックでしたが、新型コロナ・パンデミックのために、開催の一年延期・無観客試合など異

例尽くめで幕を閉じました。 

東京オリンピックが終わるや否や、今度は冬のアスリートたちが二か月後に迫った北京

オリンピックに向けて精進を続けています。目標を目指して日々節制し、練習に励み鍛錬

を積み上げ、ついに頂点に立つ姿は見ている者たちに感動を与えてきました。彼らの姿を

見ていて思わされた言葉が「七転び八起き」でした。日本では達磨大師と繋げて語られる

ことが多いのですが、そもそもはイスラエル第三代ソロモン王（紀元前十世紀）による言

葉ですので、達磨大師（波斯国＝サザン朝ペルシャで生まれ、中国に渡り五世紀後半から

六世紀前半に活躍した僧侶）より 1500年以上古いものです。     

実際、世の中に、順風満帆の人生などというものは皆無です。失敗や挫折をすることは

誰にでもあるものです。「減点主義」の傾向を強く持っている私たちの国では、「失敗」

を極度に恐れます。自分を守り、また周りの親しい人々を守ろうとするからでしょうか、

失敗が付きものの「新しいこと」には挑戦しない消極的な生き方が巷に溢れています。

「危機」をチャンスととらえて、困難に挑み続けるアスリートに倣い、七度倒れてもまた

起き上がる私たちでありたいものです。           
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